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V　自然環境創造のための生態学的，植生学的提言

一とくに扇島および東京湾沿岸の埋立地の場合一一

　新しい朋発や産業立地形成に際して，もっとも確実な自然環境の保全は，現存している残存自

然林や自然度の高い植生の保護からはじめるべきである。しかし，川崎市南部，とくに菜扇島に

象微されるような東京湾沿岸の壇立地の様な新しく海岸や海の中に造成された無植生の新立地で

は，積極的な生存環境すなわち広い意味での自然環境を創造することが第一の重要課題となる。

　従来の新しい埋立地では各種の新しい産業基地，交通施設あるいは住宅用地としての利用が主

馴ii勺であった。埋立地のいわゆる緑化も各種の無機的な施設が完威：した後での，余剰地の一都に

対しての装飾的な植栽にすぎなかった。

　しかし，新しい塵業立地などの三生物的材料だけによる人工環境の中で，従業員も含めたすべ

ての入たちが持続的に健全に鋤き，産業と調和し，発展を遂げるためには，積極的に人間も含め

た多彩な生物社会が存続する程度の多様で安定した自然環境の創造がきわめて重要な基本となる。

　扇島などの東京湾沿いの新しいjli！立地では，まず新生地に人が住み，働き，生活できる様な陸

地としてのシステムー生態系一の創造がきわめて重要である。

1．　エネルギー基地，工場立地およびその周辺部の環境保全林形成の意義

　LNG基地や各種発竜斯に象徴される様なエネルギー基地や工場立地および，その周辺部は従

来まさに鉄とセメントでかためられていた。機能的で効率の良さを象回した様なハードな材料だ

けから形成されたエネルギー基地や産業コンビナートは，しばしぽ生物的共存者を消失させ，い

わゆる都市砂漠を形成している。

　したがって，どれほどモダンな建造物やデザインであっても，持続的には，人闘の生存環境と

してなじみ難い。また景観的に見ても単調で画一化し，多彩な生物桐が極端に貧化している。

　必然的に地域住民の生活環境，生存環境と共存してエネルギー基地や工場立地が将来にむかっ

て十分な機能や生産活動を維持するためには，単に個々の発生源対策だけでは不十分である。同

　　　　　　　　　　　　　いのち
時に人間も含めた動物集団の生命の共存者としてのくく生きている構築材料；植生”の1￥1極的利用

による緑豊かな環境創造が必要である。

　また精神的，審美的観点からも，冬も緑の常緑広葉樹の多層群落を形成しているリビングフィ

ルタlivi難g　filterによってエネルギー基地や工場が囲まれている状態がもっとも好ましい。すな

わち巨大な塵業コンビナートやエネルギー基地が直1妾市民の生活域と接するのではなく，緑のフ

ィルター一greea　filter一を通しての共存が望まれる。

　とくに各工場，エネルギー基地のまわりには，境界環境保全林の形成が行われなければならな
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い。その土地本来の常緑広葉樹林による環境保：全林の形成には，人間サイドだけからの好みや趣

味にとらわれてしまうことなく，その土地の気候条件が許容する将来森林を形成する三t三木を選ぶ。

　また埋立地は，そのままでは土壌条件がきわめてきびしい。同時に地下水位が高く，埋立地に

植えられた樹木は根腐れを起したり，良好な生育が期待できない場合も予想される。したがって，

植物の共存老としての土壌生物群集の充満している表層土の客土あるいは良質有機物を十分混入

しての土壌づくりが荊提となる。

　潮風の直接当たる埋立地では耐塩性の強い常緑低木陣立などによってマント群落の形成も必要

である。

　同時に生きた構築異業1・を使っての積極的な環境創造は，生物社会の秩序にしたがって行わなけ

れぽ決して成功しない。

　エネルギー基地や工場立地，とくに扇島などの様な，きびしい心耳的で極端な環境条件下では，

繰り返し強調された様に非4三物的な人工材料によって形成されている磯一的な産業立地に自然の

多様性，生物社会の多彩姓を奪い返し，将来にわたって保証することにある。

2．　環境保全林形成に対する具体的提案

　D　表土の保全と復元

　藻境保全林形成の際には，表層土の復発がまず第一に必要である。森林群落では地上に密生し

た多層再会を形成していると共に，ニヒ壌中にも腐植物を中心に土壌微生物，土壌動物による複雑

な生物社会が営まれている。ドイツの諺に「Der　Wald　unter　dem　Wald；森の下1こは，もうひ

とつの森がある」という。この腐植に富んだ地上から深さ30cm位の間の土壌の実は下の森であ

る。地上部の森林形成に最も必要なもので，表土あるいは表層土（Mutterboden；mother　soi1）

と呼ばれる。

　新しく土地造成を行う場合には必ず表層d＝を30Cm内外の厚さではぎ取り，保存することが必

要である。この表些々のはぎ取りの際クこは，下襯土があまり混入しないように注意する。このよ

うに採算，保存された表層ヨニを新しく環境保全林を形成する場所に一卜分に復元客土する。また埋

立」也のような場勝では，表層土の確保が困難であるが，計画から植栽まで数年の期間がある場合

には土壌改良を人為的に行なう。わらや落ち葉，その他の有機物，有機質肥料を下層ヨニに混入し

て，土壌生物の充満した腐植土が形成されるのを待ち，その土壌を表膠土として利用することも

可能である。

　一般に植栽地の最低必要⊥壌深度は高木類で80cm以上が要求されるが，尉盤が露出している

場含や，海底砂などによる埋立地の場合などを除き，地盤が普通土の場合，表層土30cmを復元

することで高木類の植栽が可能である。堵盤の鯛二1：随あるいは海底砂などによる埋立地では下層

＝1：二（1」」こトニ，　懲二）亘主旨1二）50cm以上，表層⊥30cm以上を復元することが必要である。表層土を復元

し，潜在自然植生構成種の主木を植栽することによって，森林形成が腐植土壌が形成される時間
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だけ早く立地本来の多層森林群落を形成できる。表層土の良否によって植栽種の生長は大きく左

右されることがあり，表層土は腐植物を多く含んだ土壌を使用することが望まれる。このように

環境保全林を形成する上で最も重要なことは表層土の復元ということができる。

　2）　マント群落の形成

　環境保全林は，高木層を中心とした森林植生が主役であるが，その森林の保護組織として，マ

ント群落の形成が必要である。東扇島および東京湾沿岸の埋立地の海に面した場所では，風衝低

木林はマント群落としての機能を果たす。すなわち，これらの埋立地における環境保全林の海に

而した林縁部には，マサキートベラ群集の構成種を密に列植することが望ましい。

　環境保全林形成に際して，マント群落を設置することによって森林内への側方からの光や風な

どの侵入を防ぎ，森林を保護する。マント群落を形成しない場合，森林内に側方から風や光が入

り，雑草の侵入，生育が盛んになり，管埋作業を長期間必・要とし，しかも森林植生を後退させる

結果になる。このようにマント群蕗は森林植生を保護する重要な林縁群落である。環境保盃≧林形

成に際しては，必ずマント群落を帝国する必要がある。マント群落の構成種は，潜在自然植生が

許容する代償植生の構成種や園芸品種の中から選ばれてもよい。森林の裾模様として，美観上，

1主目されやすい部分でもあるため，花木や園芸種などを混植することも町能である。

　3）　環境保全林形成の具体的な例（緑の環境創造）

　　（1）植栽樹種の選定

　環境保全林を形成する際には，その立地の潜在自然穂生の構成種の中から選定されるべきであ

る。現地調査及び室内作業によって現存植生図，潜在自然植生図が作製される。また必要に応じ

て，現存植生図，潜在自然植生図を2；墾礎に，環境保全林形成の基礎工としての植栽適性地図も作

製される。扇島及び東京湾沿岸の埋立地においては，表層土を復元することによって，イノデー

タブ群集，ヤブコウジースダジイ群集，マサキートベラ群集の成立が可能であると考えられる。

　緑地のもつ環境保全，防災など多様な機能は，シバ草地などの単層群落より，イノデータブ群

集などの常緑広葉樹林のような多層群落の方がより大きく効力を発揮する。例えば，森林はエ壽：原

に対して25倍以上の空気の浄化作型をそ＝IDといわれる（Elleaberg　1973）。そして，その」二＝地ll！言i

有の郷土種を植栽することは，一度根づいたら人為的管理を必要とせず，時間と共に発展して行

く。したがって，潜在自然植生図で示されたイノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集，マ

サキートベラ群集などの常緑広葉樹林への復元がもっとも理想的であり，かつ効果的である。

　東扇島および東京湾沿岸の埋立地ウこおける各潜在自然植生域の植栽適性樹種についてはTab。

74～76にまとめて示されている。将来，林縁群落として森林保護と裾模様的美化もかねるマン

ト群落，ソデ群落については，花木やその他，園芸晶種などでも，それぞれの潜在自然植生が許

容する代償植生の構成種の中から選定されてもよい。
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　　　　　　　　　　Fig．74　ヤブコウジースダジイ群集域の植栽適性1短物一覧表

Obeτs玉chtstabelle　der　geeigneteH　Pflanzen　fUr　die　Gr廿nplanungen　im　Gebletes　des　A　r　d　i　s　i　o－

Castanopsietum　sieboldii

高　　木　　履
Baumschicht

低　　木　　願
Strauchschicht

スダジイ　Cα舘αη卯＞515α‘宴｝f‘1α如var．5ガ8わoZ読∫

アカガシ　Qz‘θノ・‘忽∫αα4如

ウラジロガシ　Q～紹ノ’α紹∫α死加α

アラカシ　Qπ8ノ巳α‘∫gぬ‘‘6α

タブノキ　　乃；書38αオ乃π刀み（刀召”∫

カクレミノ　Z）θノ～ζか（ψαηαぼ∫プ～β♂～‘∫

クロガネモチ　11θ露フ層。如π4α

エノキC8Z∫∫∫∫∫ノ～8〃∫f5　var。ノ4ρ・〃磁

草　　本　　1蕾

　K二rautschicht

アオキ　滋Z4αめαノ妙0π廊α

ヤツデ　　澱孟∫∫αブ曜）0π∫Cα

トベラ　P漉0ゆα’～〃μωゐカ’α

シロダモ　N如砒38α58が‘θα

カ“マズ辱ミ　　vp∫ゐ～〃フ～2〃〃　♂fZα‘α～隻ε〃ノ3

ヒイラギ05〃～α寵ゐμ∫1～8砂’妙1～5，Z伽∫

ヤブニッケイ　α刀刀α〃zo規π規ノ曜）o刀fα〃π

ピサカキ　盈軍畑ブψoノ漉α

モチノキ　　∬1疏む∫π乱箸1層α

・マンリョウ　ノ1プ4∫5∫α（フでηα‘α

ネズミモチゐfgπ5∫ノ’z〃μノ＠o痂C」ρ〃

ヤブツバキ　　Cαノ〃oZ々αブψo刀∫cα

イヌツケナ　IZ8諾C1でηα’α

ヤブコウジ　・4ザ漉5忽ブ曜）oη∫ごα

オオバジャノヒゲ　（沙1次4）ogoπノ）伽～∫梶妙郡

キヅタ　　必ノ64診ノ¶αブ乃。〃£み〔ノ怠

ジャノヒゲ　（刀）海ρρogOπブ妙0ηfc～f5

人目シダD削砂∫87ゴ∫のノ砺層0∫α¶α

テイカカズラ　：乃』αぐ1z8！o宴）召ノ¶〃μ‘班α∫fαが。κ醒var・fノ～∫θノブノ～αガz‘〃z

シュンラン　（2y〃～ゐ’厩z〃μgOd1僧切8’π

キチジョウソウ　Rβ加8c如αcα1’π8α

ヤブラン　　五fノ’∫ρ1）8ノ）Zαちグゾ～ッ」ん多
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　　　　　　　　　　　　Tab．75　イノデータブ群集域の植栽適性植物一覧表

Ubersichtstabelle　def　geeigneten　Pflanzen　f廿r　die　Gr茸nplanungen　i組Gebiet　des　P　o　l　y　s　t　i　c　h　o－

Perseetum　thunbergii

高　　木　　層
Baumschicht

低　　木　　1曹

Strauchsch玉cht

草　　本　　層

　Krautschicht

タブノキ。飽ノ¶∫θαぬ〃め8ア用9∬

マテバシイ　ル∫απぬθ4πZ∫5

スダジイCα5伽砂5f∫α煙f4α如var．5勧oZ識
カクレミノ　D8π訪’ρメ）α刀α¢オプヴぎ漉硲

ケヤキ　Z冨た。・びα5θ1アα彦α

エノキω廊5力瑚廊var，ブ‘ψo厩α

ムクノキ　毒）乃α2πz漉1z8α宴）8，・α

1

ヤブツバキ　Cα〃Z8躍αブ4ρ0／Z記α

ピサカキ　E躍づアσブ妙0廓Cα

ヤブニッケイ　α？駅α規。醒z‘7πゴ妙。ηfαご1π

モチノキ　π躍勿陀91－α

マンリョウ　み7噂読∫ぬθ層θノ～α∫α

アオキ　五Z’αめαブ妙0癖‘α

シロダモ　　八セoZ髭5εα5eノぜC8α

モッコク　7セノブ～∫彦ノ’0β〃Z忽濫yノπ刀α四獣8プα

トベラ　P漉0ψ0プZρπ加∂～7’α

ヤツデ　　茄彦認αブ‘ψ0ノがCα

ネズミモチ　　ゐ∫g～総か’z〃｝zブ曜）02z∫c潔刀凄

マユミ　　Ezω尺yフππ5∫∫θみ0♂漉αノZ録∫

ムラサキシキブ　Cβ”ごαア♪αブ妙ωz記α

イノデ　　Pb乏y5が‘ゐz〃η汐。そy扉4＞叛η忽ηz

キチジョウソウ　Rβ加6罐8α6αノブ躍α

ジャノヒゲ　（塑1だ砂ogO／Zノ砂0π∫6μ∫

キヅタ　ゑた481一αフヲLO〃功6α

ベニシダDノツ砂胆’∫∫θ1フ彦加旧050ブα

ヤブコウジ　ノ1ザ読5脇．ノψoπ飴α

ヤブラン　五か∫gρθ♪Zα娚，玩ソzzα

ヤブソテツ　qyノー∫0耀融ノπノb1層舐ノZβ∫

テイカカズラ　　7》㍑6h8Zo宴）6ノブ〃z‘ノπα認αだ‘躍πvar。ゴノz記ノブ2昭漉τ〃π

ビナンカズラ　K6ゐz〃用αノ砂。加偲

シャガ乃「～5ブ4ρo海6α
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　　　　　　　Tab．76　マサキートベラ群集域の植栽適性植物一覧表

Uberslchts亡abe王1e　der　geeigne亡en　Pflanzen　fdr　die　GrαnPlanungen　im　Gebie亡des　E　u　o貧yIロ。－

Pittospoエetum　tobirae

高　　木　　層

BaumSChlcht

低　　木　　層
Strauchschicht

クロマツ　費ノ～μノ～5ぬz‘ノめ召ノ冨∠ガ

マテバシイ　％∫α〃忽β♂τ読∫

トベラ　P漉吋＞0ノ’～θ〃ωか～1『α

マサキ　盈ω7りηノ～π∫ブ妙。ノ～fα‘∫

マルバグミ　E如8α9ノ測∫η醜σ』（4）1魂ゾ♂α

マルバノシャリンバイ　Rみ妙海oZ〔4》誌2‘ηz60JJα’αvaLカ～館gθ2ガ〃～α

モチノキ　1あ謬∫漉θg㍑

モッコク　：τセ初∫魏｝6〃～忽幻77刀ηα7～頑β㍑

ヤツデ．無痛αブ41）o厩忽

ピサカキ　EZのFαブ砂0痂Cα

ヤブツバキ　Cα〃～8疏α露4）ω～此α

オオバイボタ　ゐf9τ‘5か2θπo汐α酵泓fπノπ

カクレミノ　P81～診ρραノM灘かゲ『4π3

アオキ　ん’αめαノ妙0刀～6α

ウバメガシ　（）灘ノで～‘∫ノ》1認ら「加80～‘名θ5

草　　本

Krau亡SCh量ch亡

ツワブキ　R〃プ｝‘9’～〃〃ゴ妙0〃～‘’θ〃

オニヤブソテツ　（ミyπo〃爵〃1り伽／6認π〃～

キヅタ　石セ481Uク流0〃めβα

ヤブラン　ゐ〃ブ砂8♪1αらψ1ら〃μ

ビナンカズラ　κα‘～52〃’αノ妙。痂。α

ベニシダZ）7），〔脚87ゾ∫61y1脚5ωU

　　（2）表土還元

　環境保全林形成に際して，もっとも重要なことは土壌的な基盤をつくることである。すなわち

表層土の還元である。良い野木を用いてもそれをささえる⊥壌が良くなければ，短期間に環境保

全林の形威はできない。植栽を行う際には必ず土壌の良否を確認することが必要である。

　東扇島をはじめとする東京湾沿岸の埋立地においては土壌条件は決して良くない。海底砂の吹

上げによって造成された埋立地が多く，特に新しい埋立地においては，土壌中の塩分濃度が高く，

植物の生育を隈霧する。一般的に，海底砂やヘドロを利期した埋立地の場合でも，メヒシバなど

が生育している場所においては，土壌中の塩分濃度も低くなっていて，植物の生育には影響が少

ないと考えられるが，海底砂やヘドロでは，単粒状であり欄物の生育には適さない。このように

海底砂やヘドロを利用した埋立地では土壌条件が極めて悪いために，必ず表層土を復元すること

が必要である。一難土を復元する場合，1工【土，または普通の下層土を厚さ50cm以上に客土した

上に，表層土を厚さ20～30cm復元することが望ましい。上記のように土壌条件を改善すること

によって，莫の環境保全林を短期間に形成することが可能になる。また既に植栽されている場所

に補櫃する場合，：全州的に表層土を復元することが不可能なため，野木の根元に十分に表層土を

客土することが必要である。
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　　（3）植　栽　法

　環境保全林形成に使用する苗木は厳選しなければならない。苗木の良否により，環境保全林の

形成時闘も大きく左右される。実生から容器の中で育てられたポット苗の使用が望ましい。ポッ

トill！iは樹高0．5～1．Om内外のもので良く，将来，高木，至lli高木に生長する樹種，いわゆる本命の

種を密植する。低木，草本類は特に植栽する必要はない。本命の種が生長し，樹冠がうっ閉して

くれば自然に低木，草本層は林内に侵入してくる。環境保全林形成予定地には，高木，亜高木暦

構成種を密植し，周縁部にはマント，ソデ群落構成種を植栽する必要がある。特に扇島および東

京湾沿岸の埋立地においては，冬季季節風が強く，しかも海水の飛沫が直接かかることも考えら

れる。このような場所でのマント群落には潮風に対して強い抵抗力のあるマサキートベラ群集の

構成種が適している。しかし，森林保全の機能を十分発揮できる様に密植する必要がある。この

マント群落の形成は防風効果が必要であるために生渦状に植栽すると理想的である。ソデ群落は

美観を高めるためにツツジ類などの園芸種を使用してもよい。環境保全林の断面は，将来，逆U

字形，幅が広い場合には台形になる様に，中央部に高木層構成種を密植し，周縁部にはマント群

落，ソデ群落として低木類を帯状に三山する。

　環境保全林形成上，従来の高木・支柱植栽法とポット苗の幼魚密植の生態学的植栽との長：短所

は以下のちがいがある。

従来の苗

　！．毛根の脱落。植木生産業老の苗圃より植栽予定地に運ぶ際に，主根を切り，掘り取り，わ

ら又は縄で根のまわりの土が落ちない様に根巻きをし，さらに上部の本体も蒸散作1租を防ぐため

枝や幹を切りおとす，したがって樹勢が極めて弱い。また移植後2～3年間の生長はほとんど期

待できない。

2，

3．

4．

5．

6．

7．

高木，支柱など植栽経費が嵩み，樹種により活着率が極めて低い。

毛根を復元するには2～3年待つことが必要。その間に生長が大幅に遅れる。

上部の葉や小枝を落すため，樹冠が空間を埋めるのに時間を要する。

支柱などの補助作業が長い年月にわたり必要。

活着までの維持管理費が長期的に必要である。

摘栽期悶が限られる。

ポット苗の利点

　1，　ポット苗は生長の過程においてポット中に根を蓄える。したがって植栽時に根を痛めるこ

とがない。

　2．根が痛まないため，移植と同時に生長をはじめ，年間の成長率が高い。

　3．管理は最大3年悶ですむ。その後植栽の管理費が不要である。

　4．支柱などの補助作業の必要がほとんどない。

　5。　植栽晴期はほとんど選ばない。
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　6，枝葉の勇定をしないため樹冠の広がりが早い。

　このようにポット苗は従来の苗木に比べて数々の利点がある。したがってポット蕾を利用する

ことが極めて有利である。そして以上のような条件を満たす良いポット苗は，主根が切断されて

なく，根がポット内に充満していること。地上部においてぱ，主幹がまっすぐに伸びていて勢定
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　　　Querschn量tt　durch　einen　Umweltschutzwa互d　entlang　der　K疑ste

Schematische　Darstellung　der　Entwicklung　vorn　Umweltschutzwaldem．

されていない。若い苗でも幹が充実しているなどの条件が満たされている健全な蒲が良いポット

苗といえる○

　環境保全林形成の予定地の植え床については，排水を十分に考え，中央部を盛り上げたマウン

ド形式が理想的である。植物にとって排水の良否は生育を大きく左右するから，表面排水の良い

中央部を盛り上げたマウンドや片流れのマウンドが理想的である。表層土の復元については先に

述べたとおりである。また，高木屡構成種は単一でなく，タブノキ，スダジイ，アラカシ，クロ

ガネモチなどポット苗は数種類を混生することが望ましい。

　植栽後，土壌表面の蒸散作用を抑制するために敷わらをする。敷わらは蒸散作用を抑制するの

みではなく冬季の地温の保持，マウンドを形成した場合の斜面の土壌の流亡を防ぎ，また雑草の

生育を抑制する。将来は堆肥として土壌改善の効果も大きい。しかし敷わらは強風に対して不安

定なため，縄などで固定し飛散の防止も必要である。敷わらは適宜，補充することが望ましい。

　植栽後の管理は敷わらが十分であれば，特に灌水の必要はなく，樹冠がうっ閉するまでの閥の
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植栽後2～3年糊だけは地表の空間の管理が必要とされる。除草は年に1～2回で十分である。

また植栽後の1～2年閾に有機肥料を力晩生長を促進する。生長すると樹冠が密になり，林内を

うっ閉すると微気候が保たれ，植物自身が同化作用を行い，独特の摘物社会を形成：し発達してゆ

ぎ，人為的管理の必要がなくなる。

　　（4）植栽具体例

　東扇島および東京湾の埋立地の二1：二場予定地においては，まだ緑化がされていない場所が多い。

工場が建設されている場合はその周辺は園芸種や外来種を用いた緑地が多いと考えられる。しか

し，この様な緑」也では環境保全林としての多様な機能は果たせない。そこで潜在自然櫨生構成種

を用いた本物の環境保全林の形成のための具体例を示す。

　環境保全林断而模式図（Fig．89）は環境保全林形成に関してもっとも基本的なものである。扇

島および東京湾沿岸の埋立地においても大部分の場所に適用できると考える。この場合は面積の

大小に蘭係なく利用できる。環境保全林の幡が広い場合には排水にはとくに十分注意することが

必要である。

　次に，海に面した場所における環境保全林（Fig．　go）では，マウンド形成などはFig．89と同

じである。しかし，海に面しているために海水の飛沫を直接うけることも考えられるので，海に

面している側のマント群落は他の場所よりも輻を広く密植する。また海風の影響も大きいために

防風用生垣も数列植栽することが望ましい。この場所ではマント群落にはマサキートベラ群集の

構成種を使用する。特に海水の影響が少ないと考えられる場所においては，マント群落に園芸種

などの花木を用いることも可能である。防風用の生卵は風の影響の強い場所，特に冬季季節風が

強い場所においては数列組入れることも必要である。

　建造物等の南側などで採光の必要な場所において環境保全林を形成する場含にはFig，91のよ

うに島状に環境保全林を形成することにより採光は十分可能になってくる。また高木層にはケヤ

キ，エノキなどの夏緑広葉樹を一部混植することによって，夏の木陰と冬の｝ヨ射を十分受けるこ
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とが期待できる。またこの方法は街路樹など帯状セこ植栽する場所でも可能である。

　以上のように，東扇島および東京湾沿岸の埋立地における各所の環境保全林形成の具体的な

例をのべてきたが，上記の他の部分に環境保全林を形成する場合には，環境保全林断面模式図

（Fig．89）や，その他の具体例（Fig．　go，91）に準じて行なわれることが望ましい。
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摘 要

　川崎布は義血圏の中心部に位置し東京都と横浜〒｝丁の間にあって著しい工業的発展をとげてきた

都市である。膚然環境の保全がさけぼれはじめた1970年代の初めには面積137km2の市域にはす

でに100万人の人口が密集し，沿海部は工業用地ですき間もなく埋められていた。その後の経済

成長時期にかけて工場地帯は海岸埋立地へと拡散され続け，丘陵の緑を剥離する大規模宅地造成

も継続されている。

　本研究ではこのような人口過密都市と，その周辺域の自然環境の実態を植生学の立場から解明

し，さらにその現状を具体的な現存植生図の上に明示することが口的とされた。さらに，植生的

自然の現状把握の上に立って，望ましい自然環境の積極的な創造への基本的提言がされた。

　川崎愉は葉山湾に葡し多摩川に沿って南東から北西に長さ30k：m，幅約3kmで細長い市域を

もつ。北西部は洪積層からなる多摩丘陵で海抜152mを最高点とするなだらかな波状丘陵であり，

その中に樹枝状の開析谷が細かくうねっている。多摩川と鶴見川の営力による低平な沖積地はτi了

の南部と河川沿いにひろがっている。臨海部には明治時代（1880）年からの大規模な海岸埋立て

が始り，造成されたこれらの土地は重工業，化学工業などの大規模な工場によって占められてい

る。市の基盤をなす地質は主として第3期の泥岩層やシルトなどで固結度は低く，その上を火山

噴出物のロームが被覆し，時にはその厚さが10メートル以上にも及ぶことがある。いわゆる関東

ロームとよぼれる4種類のロームが生物の遺体と共に壌成する土壌は黒ボク土壌で丘陵地は広く

黒ボク土壌で被われている。一方丘陵地の谷戸にはグライ土壌が分布している。

　川崎市のほぼ中央部溝口における年平均気温は15．1。Cで年間降水蚤は！，361mmであり，表日

本型沿海気候とされる。降霜はU月20日前後から3月10El（平均降霜110日）であり溝口の暖さ

の指数121，寒さの指数一〇．6と示される。この指数からみても市域がヤブツバキクラス域（温山

高i数850～1800）にあるものと考えられる。

　植物区系上は関東地区：（KantoRegion）の薦縁部に位二置：している。自生植物相の特徴としては

丘陵地生および人里植物といわれる種が多いことである。さらに，帰化植物の数がきわめて多く，

帰化率は甫街地で30％以上になっている。都市化の増大に伴って自生植物が減少し，それに代っ

て帰化植物の侵入が著しい。

　臨海部の川崎区南部から海浜埋立地は工業用地として利用されて，比較的大規模な工場や操車

場などによって占められている。川崎駅周辺から中原区にかけての沖積地は商業地および注宅地

が集中している。この地域が最も人口密度が高く幸区では14，040人／km2と推計されている。第

3京浜国道以北の沖積地には住宅地の中に畑や水田あるいはナシ，モモの果樹園が残っている。

丘陵地の谷戸はかつては水田がテラス状に配列され，山足部には古くからの屋敷林をもつ集落が

帯状につながっていた。また丘陵の緩傾斜地には畑やクリ園が耕作され，それに続いてクヌギー

コナラ群集の二次林が続いていた。このような半自然暴観が残されている研は少なくなり，新し
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い住宅地あるいは道路，鉄道などが新設されている。

　川崎衛内および周辺域を踏査して植物社会学的植生調査が行なわれ，500以上にのぼる植生調

査資料をもとに植生がまとめられた。また，全市にわたる現存植生図（ユ：30000）および潜在自

然植生図（1：30000），川崎・扇島地区の現存植生図（1：20000）および潜在自然植生図（1：

20000）が作製された。これらの研究によって川崎市の自然環境の現状が植物生態学的，植物社

会学的立場から明らかにされ，その基礎の上にたって環境創造のための諸提案がなされた。

　川崎市の植生調査資ll斗を基礎として自然植生10群集，8群落，代償植生8群集，15群落がみと

められた。植生単位は以下に示されるQ

〔自然植生〕

1．ヤブッバキクラス

　A，シキミーアカガシオーダー

　　a，アカガシーシラカシ群団

　　　1．　ヤブコウジースダジイ群集

　　　2．　シラカシ群集

∬．ブナクラス

　A．コナラーミズナラオーダー

　　a。ケヤキ群団

　　　3．　コクサギーケヤキ群集

蚕．ハンノキクラス

　A．ハンノキオーダー

　　a．ヤチダモーハンノキ群団

　　　4．　オニスゲーハンノキ群集

W。オノエヤナギクラス

　A．コモチマンネングサータチヤナギオーダー

　　a．イヌコリヤナギ群団

　　　5．　イヌコリヤナギ群集

V．ヨシクラス

　A．ヨシオーダー

　　a．ヨシ群団

　　　6．　サンカクイーコガマ群集

　　　7．　シオクグ群集

　　　8，　アイアシ群集

　　　9．　コウキヤガラ群落

　　b．セリークサヨシ群団



200

　　　！0．セリーヲサヨシ群集

　　C．オギーヨシ群団

　　　11．ヤブガラシーオギ群落

M，オオバコクラス

　A．オオバコオーダー

　　a。カモジグサーギシギシ群団

　　　12．ナガバギシギシーギシギシ群集

V［【．ウラギククラス

　A．ナガミノオニシバオーダー

　　a．ナガミノオニシバ群団

　　　13．ホソバノハマアカザーウラギク群落

　　　14，ウシオツメクサ群落

V皿．ハマボウフウクラス

　A．ハマボウフウオーダー

　　a．コウボウムギ群団

　　　15，コウボウシバ群落

D（．ヒルムシロクラス

　A．ヒルムシロオーダー

　　a。ヒルムシロ群団

　　　16．クロモ群落

　　　17．ミズヒキモ群落

X．コウキクサクラス

　A。コウキクサオーダー

　　a．アオウキクサ群団

　　　18。コウキクサーサンショウモ群集

〔代償植生〕

1．ヤブッバキクラス

　A．シキミーアカガシオーダー

　　a．アカガシーシラカシ群団

　　　1．　アラカシ群落

叢．ブナクラス

　A．コナラーーミズナラオーダー

　　a．イヌシデーコナラ群鴎

　　　2．　クヌギーコナラ群集



　　　3．　イヌシデ～コナラ群落

　　　4．　ミズキ群落

　　b，エノキーームクノキ群団

　　　5．　ノイノミラーハソノキ￥洋落

皿．ノイノミラクラス

　A．トコロークズオーダー

　　　6．　カラムシ群落

　　　7．　クズ群落

W。ススキクラス

　A，ススキオーダー

　　a．ススキ群団

　　　8．　アズマネザサーススキ群集

　　　9．　チガヤ群落

　B．シパスゲオーダー

　　a．シバ群団

　　　！0．シバ群落

　　　11．スズメノヒエーシバ群落

　　　12．スズメノヤリーシバ群落

V．ヨモギクラス

　A．ヨモギオーダー

　　a．チカラシバーヨモギ群団

　　　13，スギナーヨモギ群落

　　　14．メヒシバーヨモギ群落

　　　！5．セイタカアワダチソウ群落

M．オオバコクラス

　A．オオバコオーダー

　　a．ミチヤナギ群団

　　　16。カゼクサーオオバコ群集

　　　17．カワラスゲトーオ’オバコ群集

V皿．タウコギクラス

　A，タウコギオーダー

　　a．スズメノテッポウ群団

　　　18．ノミノフスマーケキツネノボタソ群i集

珊．イネクラス
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　A．タマガヤツリーイヌビエオーター

　　a．イネーイヌビエ群1弼

　　　19．ウリカワーコナギ群集

D（．シロザクラス

　A．ツユクサオーダー

　　a．カヤツリグサーザクロソウ群団

　　　20．カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　21．オオイヌノフグリーコハコベ群落

　　　22．ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群i落

　　　23．メヒシバーイヌビェ群落

X．上級クラス未決定

　　　24，ベニバナボロギクーダソドボロギク群集

　　　25．コマツヨイグサーコスズメガや群落

　　　26，ギョウギシバ群落

　全市の現存植生図は1：30000の縮尺で自然植生！1凡例，代償植生27凡例その他6凡例で描か

れた。人口密集地の川崎磯∫では現存植生図は代償植生図に等しいといえる。自然植生は多摩川の

河辺と丘陵部に点在するだけであり，その全面積は総酒積の！／！00セこもみたないわずかなもので

ある。現存植生図から人日過密都衛の緑の環境状況が把握できる。

　自然植生の種類も少なく分布が限定されている地域での潜在自潜植生の考察には隣接地域の資

料をもとにして厳密な俘製指針の作成カミ基礎となる。15の凡例によって市全域の潜在自然植生図

が描かれた。

　海岸部の埋立地が産業立」也，エネルギー立地としてより望ましい発展をするための処方箋とし

ては現存植生図および潜在自然植生図がより大縮尺の1：10000で描かれ1：20000の縮尺で印

刷された。埋立地におけるきわめて僅かな環境の違いによる植生の違いが把握されそれに伴う立

地の診断が行われた◎

　市域全体にわたる植生の把握の上に立って市内の各区毎に自然環境診断と保全への提言がされ

た。川崎区は工業地手li二であり住居地帯との境界に環境保全林を設聞する提案がされた。幸区と中

原区は人口密度が12，000人を越す過密地帯であり，現在の緑をこれ以下に減らさないことと小公

園，緑地帯への積極的な環境保全林創造の提言がされた。高津区および多摩区は東京のベッドタ

ウンの機能が大きく現在でも大規模な宅地造成が続いているが，地形を改変するような開発に際

しても表土を保存し，緑の侵食を最：少限にくいとめることが提言された。

　さらに潜在自然植生に基づいて適性樹種の選定や楠え方など環境保全林の形成の具体的な手法

についても提案がされた。
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Zusammenfass髄9

　　Die　Stadt　Kawasaki　in　der　Pr註fektur　Kanagawa，　die　mit　1，041　MiU．£inwohnem（1979）

die　zehntgr6Bte　Stadt　Japans　ist，　erstreckt　sich　mit　einer　Flache　von　nur　127　km2　wie　ein

langer　Schlauch，30　km　lang　und　3　km　breit，　zwische無Tokyo　im　Norden　und　Yokohama

im　S廿den．

　　Von　SUdosten　nach　Nordwesten　reihen　sich　5　Stad由ezirke（ku）aneinander：Kawasaki－

ku，　Saiwai－ku，　Nakahara．一ku，　Takatsu－ku　und　Tama－ku，　Im　Oste捻grenzt　Kawasaki　an

die　Bucht　von　Tokyo，　aa　deren　KUste　sich　ein　Schweri簸dustτiegUr£el　erstreckt，　der　durch

Neulandgewinnung　st註ndig　verbreitert　wird，　im　Westen　reicht　es　bis　zum　Tama－Bergland

（h6chste　Erhebung　der　Stadt：152　m），　das　trotz　seines　ungUns℃igen　Reliefs　zunehmend　f慧r

den　WohRungsbau　erschlossen　wird．

　　1職dem　hier　vorliegenden　Buch　wurde　der　Versuch　untemommen，　aus　6kologischer　Sicht

eine　Bestandaufnahme　dieser　so　dicht　bev61kerten　Stadt　vorzunehmen，　was　insbesondere

Ausdruck　fand　in　den　K：arten　der　realen　Vegetation．　Dar貢ber　hinaus　wurden　ModeUe　f置r

die　Schaffung　einer　naturnahen　Umwelt　entworfen．

　　Der　FluB　Tamagawa，　der　die　Stadtgrenze　zu　Tokyo　fhe8t，　und　der　klle玉nere　Tsurumi－

gawa　im　S廿den　haben　im　S蔭dosten　Kawasakis　eine　Alluvialebene　geschaffe且，　die　den

historischen　Kem　der　Stadt　bildet（Kawasaki－ku）；seit　der　Mitte　des　19．｝ahrhunder毛s

wird　die　KUstenlinie　durch　Neulandgewinnung　groβen　Stils　st甑dig　in　Richtung　S蓑dosten

h圭rlausgeschoben，　vor　allem，　um　neue　Industrieanlagen　errichten　zu　k6nnen．　Der　Rest

des　S宅adtgebietes　besteht，　geologisch　gesehen，蓑berwiegend　aus　Terti銭r，　das　wahrend　des

Quart盗rs　durch　vulkanische　Aschen，　die　z．　T．鼓ber　10　m　machtig　werden，曲erdeckt　wurde．

Aus　diesem　auch‘‘Kanto－Lehm”genannten　und　in　2eit1圭che　Abfolgen　gegliederten　Locker－

gestein（S．　Fig。6）ha毛sich　auf　den　H茸geln　der　sogenannte　Kuroboku－Boden（Kuro＝schwarz；

bokuboku＝locker）entwickelt，　w護hrend　in　den　T護lem難aturgem註B　eia　Gleyboden　vorher－

rscht．

　　F費rMizonokuchi，　das　ungef溢hr　ln　der　Mitte　des　S重adtgebietes　liegt，　werden　die　Durch－

schnittswerte　der　Jahrestempeτatur　mit　15，1。C　und　des　Jahresniederschlags　mit　1361　mm

angegebeR．　Die　mi£tlere　Aぬzahl　der　Frosttage　betragt　ca，110（zwischen　20．1L　und　10．3），

der　w註rmeindex　ist　121　und　der　Kalteindex－0，6．

　　Die　potentielle　natUrliche　Vegetation　ist　der　immergrUne　Laubwald　der王（lasse　C　a　m　e－

11ietea　japonicae．　Was　die　reale　Vegetation　betrifft，　so藤bersteigt　der　Anteil　der　Neo－

phy宅en　in　den　Siedlungsflachea　50％，　was　nicht　nur　auf　die　groBe　Anzahl　der　Neophyten，
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sondern　auch　auf　das　Verschwinden　einheimischer　Artell　zurUckzufUhre貧ist．　Besonders

dicht　besiedelt　ist　die　Niederung　der　drei　sUd6s毛lichen　Stadtbezirke：Saiwai－ku　z．　B．　weist

eine　Dichte　von　！4040　Einwohnem　pro　km2　auf．　Zwischen　den　Siedlungsflachen　sind

jedoch　hier　und　（la　Reisfelder，　Trockenfelder　und　Obstgarten養brig　geblieben．

　　Im　den　Talern　des　Tama・Berglandes　sind　scho1玉vor　langer　Zeit　terrasslerte　Reisfelder

angelegt　worden，　un（l　am　FuB　der£rhebungen　IRgen　D6rfer　mit　groBea　Hofwaldern．　IR

den　h6heren　Lage且erstreckten　sich　Trockenfelder　und　Kastanienwalder，　und　darauf　foigten

Sekundarwalder　sommergrUner　Eichen．　Diese　halbnat菰rliche　Kulturlandschaft　ist　weitest－

gehend　durch　neue　Siedlu簸gen　und　Verkehrswege　zerst6rt　wordea．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　サ　　Um　einen　systematischen　Uberblick　der　Vegetation　in　Kawasaki　zu　bekommen，　w疑rden

蓑ber　500　Vegetationsaufnahmen　gemacht　und　je　eine　Karte　der　realen　und　der　potentiellen

nat妓rlichen　Vegetation　im　MaBstab！：30000　angefertigt．　F銭r　die　l且ngste　Neulandgewin－

nungsflache　Ogishima（‘‘F吾cher－lnseP）wurden　entsprechende　Karten　im　Maβs毛ab　l：20000

erstellt．

　　Der　naturnahen　Vegetation　Kawasakis　wurden　18　verschiedenen　Assoziationen　zugeordnet，

die　Zahl　der　Elsa亀zgesellschaf亀en　bd註uft　sich　auf　26．

　　13s　ergibt　sich　folgendes　System　der　Vegetationseinheiten：

　　Nat茸rliche　Vegetation

夏．Camellietea　japonicae　MiyawakietOhba1963

　　A．111icio－Quercetalia　acutae　K，Fuliwara1981

　　　　a．Quercion　acuto－myrsinaefoliae　K．Fujiwara1981

　　　　　　！．Ard量sio－Castanopsietum　sieboldii　Suz漕Tok。1952

　　　　　　2．Quercetum　myrsinaefoliae　MiyawakietOhba1965

皿．Fagetea　creRatae　Miyawaki，　OhbaetMurase！964

　　A，Quercetalia　serato－gosseseratae　Miyawaki，　OhbaetMurase1964

　　　　a　Zelkovion　serratae　Miyawakieta1．1971

　　　　　　3，0rixo－Zelkovetum　serratae　MiyawakietH．Tohma1975

圃．Alnetea　japonicae　Miyawaki，　Kazue恥liwara　etMochizuki　1977

　　A．Ahetalia　japonicae　Miyawaki，KFujiwaraetMochizuki1977

　　　　a．£raxino－Alnion　lapo垣cae　Miyawaki，K．FujiwaraetMochizul（i1977

　　　　　　4．Carici　dickinsii－Ahetum　japonicae　Okuda1978

iV．　Salicetea　sacchalillensis　Ohba　1973

　　A，Sedo－Salicetalia　subfragilis　Okuda1978

　　　　a．Salicion　integrae　MiyawakietOkuda　1972
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　　　　5．Salicetum　integrae　MiyawakietOkuda1972

V．Phragmitetea　Tx．　etPrsg．1942

　A，Phragmitetalia　eufosibiricae　Tx．etPrsg　1942

　　　皐．Phragmition　W．　Kock1926

　　　　6．Scirpo－Typhetum　orientalis　Okuda1978

　　　　7．Caricet“m　scabr量foliae　MiyawakietOhba1969

　　　　8，Phaceluretum　latifolii　MiyawakietOkuda！972

　　　　9．　5cカ．ψz‘∫μ翻f躍Z7π∫5－Gesellschaft

　　　b．Oenantho　lavanicae－Phalaridion　arundinaceae　Miyawakiet

　　　　　　　Okuda　1972

　　　　！0．OeRantho－Phalaride£um　arundinaceae　MiyawakietOkuda！972

　　　c．Miscantho－sacchariflori－Phragmition　MiyawakietOkuda　1972
　　　　11．　　C㊨7・α彦∫αノ畷）072∫6ζτ一1レ1ゴ’5（｝α7η51Lz‘∫　5α661Lα1一耀。ブα一Gesellschaft

V【．　Plantagi且etea　majoris　Tx．　etPrsg。1950

　A．Plantaginetalia　asiaticae　Miyawald1964

　　　a。Agropyro　kamo11－Rumicion　japon1ci　MiyawakietOkuda玉972

　　　　12．Rumicetum　crispo－japonic量MiyawakietOkuda　1972

通．Asteretea　tripolii　WesthoffetBeeftink1962

　A。Zoysietalia　sinicae　nipponicae　MiyawakietOhba！969

　　　a．Zoysion　sinicae　nipPonicae　MiyawakietOhba1969

　　　　13．　丑かψZαg刀τ8Zカzゼゴーz窪∫彦87一診7ψoZfz切3－Gesellschaft

　　　　！4．　勘81召’％Zαプ忽7アzα2・∫照一Gesellschaft

澗．Gleh貧ietea　littoralis　Ohba，MiyawakietTx．1973

　A．Glehietalia　littoralis　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　a．Caricion　kobomugi　Ohba，MlyawakietTxほ973

　　　　！5．　Cα7一θ謬μ〃7z読かGesellschaft

D（．Potamogetonetea　Tx．　etPrsg．1942

A，Potamogetonetalia　W．Koch！926

　　a．potamion　eurosibiricum　W．Koch1926
　　　　／6．　夏y4ノ・ガ〃αη81一診認ZZα彦α一Gesellschaft

　　　　！7．　！躍如77zog8’07z　o諮妙履yZZz6∫一Gesellschaft

X．Lemnetea　W．KochetR．Tx．1954e．mOberd．！957

A。Lemnetalia　W。KochetR．Tx．1954

　　　a．Lemnion　pauclcostatae　MiyawakietJ，T慧xen1960



206

　　　　　　18，Lemno　paucicostatae－Salvinietum　natantis　Miyawaki　e宅

　　　　　　　　　　　J．T慧xen！960

Ersatzgesellschaften

I．Camellietea　japoaicae　MiyawakietOhba1963

　　A．111icio－Quercetalia　acutae　KFuliwara1981

　　　　a．Quercion　acuto－myrsinaefoliae　K．Fujiwara198！

　　　　　　1．　Qz昭2・α‘3　gZαzκα一Gesellschaft

H．Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　A．Querce£alia　serτato－grosseserata　Miyawakie宅a1．197！

　　　　a．Carpi豆。－Quercion　serratae　Miyawakieta1．1971

　　　　　　2．Quercetum　acutissimo－serratae　Miyawaki！967

　　　　　3．　Cα7ψゴ7z言‘∫捗5罐。アzo5んゼゼーQz‘θ1一α‘∫58ノブ・αオα一Gesellschaft

　　　　　4。　Coηzz‘∫602z〃・o麗7一∫α一Gesellschaft

　　　　b．Celtio－Aphana煎hion　Okuda1978

　　　　　　5．　Ro5αア2zz6Z躍ガ。ノ・α一A♂7躍5」妙07zぎ6α一Gesellschaft

皿1．Rosetea　mu1員florae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　A．Dioscoreo－Puerarietalia　lobatae　Ohba1973
　　　　　6．　Bo8ηz81一如π貌ρ02zo7z勿8α一Gesellschaft

　　　　　7．　」勘87・α7ゼαZo加’α一Gesellschaft

　　，Miscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba！970

A．Misca且thetalia　sinensis　MiyawakietOhba　l970

　　　a．Miscaathion　smensls　Suz．40k．etAbe1959exS疑ganuma1970

　　　　　8．Aruなdinario　chino－Miscanthetum　sine箆sis　Miyawaki1971

　　　　　9．　／労4）θ・閉口《y距7z訪一名6πvar，　々082zガ9海・Gese11schaft

　B．Caricetalia　nervatae　Suga簸uma1966

　　　a．Zoysion　laponicae　Suz♂Tok．etAbe1959

　　　　　10，Z∂ツ3ゼαブ砂07z加一Gesellschaft

　　　　　lL　1セ功αZz〃z〃Lz〃z西θノ・g∫∫一Zのノ5∫αブ4）02zガ6α一Gesellschaft

　　　　　12．　Lz願4α6妙義磁α・Zoッ∫ゴαブ砂07zゴ。α一Gesellschaft

V　Artemisietea　priacip玉s　MiyawakietOkuda　l972

A．Artemisietalia　principis　Miyawaki　etOkuda！972

　　　a　Penniseto－Artemision　principis　MiyawakietOk“da1972
　　　　　13・　Egz‘∫5θ’2〃7㍑η・汐67～∫θ一ん・孟872z醜αノ）ノ・ゴ7～α4＞5－Gesellschaft

　　　　　14．　Dゴg㍍αZ忽α4∫cωz4βノz5・Aπ8η3ゴ∫ゼαρ2・加‘ゆ5・Gesellschaft
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　　　　　15．　50距ぬgoα魏∬〃アzα一Gesellschaft

VI．　Plantaginetea　maloris　Tx。　etPrsg．1950

　　A．Plantaginetalia　asiatica　Miyawaki1964

　　　a，Polygonion　avicularis　Miyawaki1964

　　　　　16．Eragrostio－ferrugineae－Plantaginetum　asiaticae　Tx．1977

　　　　　17．Carici　incisae－Plantaginetum　asiaticae　Tx．1977

V甜．　Bidentietea　tripartitae　Tx．Lohm．etPrsg．1950

　　A．Bidentietalia　tripartitea　Br．一Bl．　etTx．！943

　　　　a．Alopecurion　amurensis　MiyawakietOkuda1972

　　　　　！8．Stellario－Ranunculetum　cantoniensis　Miyawa1（ietOkuda1972

裡．Oryzetea　sativae　M量yawaki！960

　　A．Cypero・Echinochloetalia　oryzoidis　Bo16setMasclans1955

　　　　a．Oryzo．£chinochloion　oryzoidis　Bo16setMasclans1955

　　　　　1g．　Sagittario－Monochorietum　Miyawaki1960

｝X．　Chenopodietea　Br．一Bl．1951

　　A．Commelinetaha　communis　Miyawaki1969
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸

　　　　a．Cypero－Mollugion　str玉ctae　Miyawak1！969

　　　　　20．Pinellio　ternatae一£uphorbietum　pseudochamaesycis

　　　　　　　　　　　Miyawaki　1969

　　　　　21．　Vθ2－02zゼ‘αメ＞8ザ∫ゼ6α一3‘6ZZαノ・ガα2／z8読α一Gesellschaft

　　　　　22・ム｝．’∫9’㈹アzごαアzα4θ漉5乃・ψ一〇ノz5z∫77贈趨87四一Gesellschaft

　　　　　23．　Dガg露αノ・ガαα4∫ごθη4θη∫一1売痂ノzo6んZoα6耀5－8㍑ルゴーGesellschaft

X．H6here　Einheiten　noch　unbestimmt．

　　　　　24．　Crassocephalun　crespioidis－Erechtitetum　hieracifoliae

　　　　　　　　　　　Miyawaki　1967

　　　　　25．　08フ～α7z疏6　Zαごゴ7zゼα診α一Eノーαgノー。漉5ヵ。α80ガ漉5－Gesellschaft

　　　　　26．　qyη0607z｛十三ゾ。ノ～一Gesellschaft

　　Aus　der　Karte　der　realen　Vegetation　ist　ersichtlich，　daB　die　Vegetation　in　Kawasaki

derzeit　fast　nur　aus　Erstzgesellschaften　besteht．　Natumahe　Vegetation　findet　sich　nur　noch

stellenweise　am　Tamagawa　und　im　Tama－Bergland　und　bedeckt　etwa　1％des　Stadtgebietes．

Da　in　den　aberv61kerten　Stadtvierteln　z．　T．　Uberhaupt　keine　Gr慧nfl装chen　mehr　Ubrig

gebliebea　s玉nd，　mu8te　d1e　potentielle　natUrliche　Vegetation　hier　auf　Grund　der　vegetations－

kundlichen　Daten　benachbarter　Gebiete　konstruiert　werden．

　　Die　Karten　von　Ogishima　wurden　im　Ma8stab！：20000　erstellt，　um　hier　eiae　detaillierte
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Landesplanung　zu　erm6glichen．　F且r　jeden　Stadtbezirk　wurden　Vorschlage　fUr　eine　Verbe－

sserung　der　nat銭rlichen　Umweltbedingungen　erarbeitet：In　Kawasaki－ku　sollten　Industrie・

und　Wohngebiete　durch　einen　Umweltschutzwald　von　einander　getrennt　werden．　In　Saiwai－

ku　und　Nakahara－ku，　wo　die　Bev61kerungsdichte　am　h6chsten　liegt，　sollte　das　Hausermeer

durch　kleine　Parks　und　Waldstreifen　aufgelockert　werden，　In　Takatsu－ku　und　Tama－ku，

die　zunehmend　zu　Schlafstadten　Tokyos　werden，　ist　bei　der　ErschlieBung　neuer　Bauflachen

besonders　auf　den　Schutz　des　Bodens　zu　achten，　und　Eingriffe　in　noch　irltakte　natumahe

FI銭chen　so11ten　verlnieden　werden．

　　SchlieBlich　wurden　auf　der　Grundlage　der　potentielleH　natUrlichen　Vegetation　konkrete

Anweisunge亘f琶r　die　Pflanzung　von　Umweltschutzwaldern　gegeben，
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